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１１月のめあて いろいろな秋を楽しもう  

今月７日は立冬、暦の上ではすでに冬の訪れをむかえていますが、まだ昼間は温かい日が多く、朝と昼の寒

暖差が大きくなり体調管理に気を遣う時期です。家庭でもご留意されてください。 

さて、学校では「学校のきまりを守る」「気持ちの良いあいさつをする」等、基本的な生活習慣の定着に向け

て指導を続けていますが、一朝一夕には身に付いていきません。家庭でも「歯磨きをする」という習慣があり

ますが、「磨きなさい」と言われて嫌々磨いていたのが、自分から磨くように変容するには、「磨きなさい」と

言われないようにしたいからとか、虫歯になって痛い思いをしたくないからという外因的な理由からではなく、

習慣を積み重ねることによって、歯を磨いた後の口の中の爽快感に気付くことが関わっているそうです。この

ような内面的な動機から習慣化することが、本当に習慣として身に付いたということになります。つまり、基

本的な生活習慣は、外因的な理由からではなく、内面的な「心」をともなって本当に習慣として身に付いたと

いうことができるものです。学校でも「気もちの良いあいさつを交し合う快さ」「時間に遅れずに登校 

する爽やかさ」「掃除の行き届いた校舎で過ごす心地よさ」など、その姿・形だけを求める 

のではなく、行為の内にある「心」と関連させて指導を続けていきたいと思います。 

先月の「学校開放週間」には、多くの方に学校の様子をご覧いただき、ありがとうござ 

いました。 

「心」がともなった姿・形を求めて 

    「わかっこだより」 
北九州市立若園小学校  校長  長 畑  潤 

 
               

 

      学校教育目標 

「 一人一人が生き生きと輝き、 

 知・徳・体の調和のとれた 

自律した児童の育成 」 

 

自律した児童の育成 」 

６年生が修学旅行に行ってきました１０月２７日～２８日 

 １０月２７日（木）～２８日（金）の２日間、６年生が佐賀・長崎・熊本方面に修学旅行に行ってきました。

１日目はすがすがしい秋晴れの中、まず宇宙科学館で様々な体験をしました。お昼は、武雄温泉ハイツでバイ

キングをいただきました。それから、３歳の時に原爆を体験した田中さんの話を聞いた後、長崎平和公園で平

和集会を行い、全校児童が折った折鶴を奉納するとともに、平和宣言をしました。その後、原爆落下中心地公

園や原爆資料館の見学を行いました。その後、ホテル龍登園に宿泊し温泉を満喫しました。２日目は、どしゃ

ぶりの雨の中、世界遺産の三池炭鉱の万田坑を見学し、待ちに待ったグリーンランドに行きました。昼食のカ

ツカレーをいただくと、それまでの土砂降りがうそのように雨も小降りになり、子どもたちが班別研修してい

る間は薄日が差すほどの回復状態でした。子どもたちは、みんなのスローガン「小学校生活最高の思い出をつ

くろう」の達成に向けて、ルールをしっかり守り、思い出に残る修学旅行になりました。６年生の保護者の皆

様、事前の準備や健康管理等、ご協力ありがとうございました。 

被爆者の方の講演   宇宙科学館見学 平和集会 

折り鶴の奉納 ホテルのレクレーション 三池炭鉱 万田坑 グリーンランド 

武雄温泉ハイツで昼食 


